
周
予
同
の
経
学
史
研
究
に
つ
い
て

は

じ

め

に

照
子
同
〔
一
八
九
八
J
一
九
八
二
は
、
『
経
今
古
文
学
』
、
『
経
学

歴
史
』
の
実
証
的
な
注
釈
書
、
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
経
学
史
研

究
者
で
あ
る
。
彼
が
北
京
高
等
師
範
学
校
ハ
以
下
北
京
高
部
と
略
称
)

で
経
学
を
学
ん
だ
一
九
一

0
年
代
後
半
か
ら
経
学
研
究
を
始
め
た
一

九
二

0
年
代
半
ば
に
か
け
て
は
、
伝
統
経
学
か
ら
近
代
的
学
問
と
し

て
の
経
学
研
究
へ
と
い
う
、
ち
ょ
う
ど
経
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
期

(

1

)

 

で
あ
っ
た
。
今
そ
の
著
作
を
読
ん
で
み
る
に
、
彼
は
伝
統
経
学
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
超
越
し
、
経
学
を
新
し
い
視
点
で
研
究
し
た
、
つ
ま
り

新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
属
し
た
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
彼
は

五
回
新
文
化
運
動
期
、
北
京
高
師
で
銭
玄
同
の
下
で
経
学
を
批
判
的

に
学
ぶ
と
と
も
に
、
ま
た
中
国
の
変
革
を
模
索
し
た
急
進
的
活
動
家

〈

2
)

で
も
あ
っ
た
。
更
に
卒
業
後
は
商
務
印
書
館
で
『
教
育
雑
誌
』
の
編

ハ
3
)

集
者
と
し
て
中
国
教
育
改
革
の
方
途
を
探
究
し
た
。

本
穏
で
は
、
そ
の
よ
う
な
周
予
向
の
経
学
研
究
が
ど
の
よ
う
な
も

陪

修

Jr{ 

の
で
あ
っ
た
か
、
更
に
彼
の
中
国
変
革
の
士
山
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し

て
い
た
か
を
考
察
し
た
い
。
な
お
、
今
回
は
原
則
と
し
て
人
民
共
和

国
成
立
後
は
考
察
の
対
象
と
し
な
い
。

一
、
経
蓄
額
、
経
学
観

周
予
同
の
経
学
研
究
を
問
題
に
す
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
経
輩
出
観
、

経
学
綴
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。

『
群
経
概
論
』
の
「
導
論
」
の
中
で
、
ま
ず
経
の
定
義
は
学
派
に
よ

っ
て
異
な
り
、
経
の
領
域
は
、
始
め
五
経
乃
至
六
経
で
あ
っ
た
も
の

が
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
十
三
経
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
と
し
、
経
の

傾
序
も
学
派
に
よ
っ
て
異
な
り
、
六
経
と
孔
子
の
関
係
も
学
派
に
よ

っ
て
異
な
る
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
。

総
之

3

経
走
中
国
儒
教
書
籍
的
尊
称

P

図
歴
代
儒
教
徒
意
識
形

態
的
不
同
，
所
以
経
的
定
義
遂
漸
演
化
，
経
的
領
域
也
遂
漸
拡

張
P

出
相
伝
為
孔
子
所
制
訂
約
六
経
拡
張
到
以
孔
子
為
中
心
的
其

他
書
籍

P

如
『
孟
子
』
、
『
爾
雅
』
等
。

( 65 ) 



経
は
時
代
と
と
も
に
そ
の
姿
を
変
化
拡
大
し
、
学
派
に
よ
っ
て
解

釈
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
一
一
一
一
向
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
伝
統

経
学
で
は
決
し
て
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
伝
統
経
学
で
は
、
先
ず
自
ら
の
属
す
学
派
の
家
法
に
囚
わ
れ
、

経
を
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

歴
史
的
視
点
が
な
い
た
め
、
経
の
変
化
拡
大
の
姿
を
変
化
発
展
の
相

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
彼
の
経
書
観
は
、
た
と
え
ば
こ
の
司
群
経
概
論
』
と

同
年
に
出
版
さ
れ
た
、
マ
ル
ク
ス
主
義
史
家
と
し
て
知
ら
れ
る
活
文

溺
〔
一
八
九
一
ニ

i
一
九
六
九
〕
の
同
名
の
『
群
経
概
論
』
(
撲
社
)
に

見
え
る
経
警
観
と
比
較
す
る
持
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
新
し
い
こ

と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
誌
の
司
群
経
概
論
』
は
、
経
の
定
義
に

つ
い
て
は
、
経
は
全
て
の
書
籍
の
通
称
で
あ
る
と
い
う
古
文
学
派
の

説
の
み
を
紹
介
し
、
次
に
、
経
の
領
域
に
つ
い
て
は
四
経
か
ら
十
四

経
ま
で
を
典
拠
を
挙
げ
て
羅
列
す
る
だ
け
で
そ
の
変
遷
を
全
く
歴
史

的
に
分
析
し
て
い
な
い
。
更
に
、
学
派
に
つ
い
て
は
、
陳
漢
章
の
論

を
そ
の
ま
ま
収
録
し
、
今
古
文
両
派
の
家
法
の
説
明
に
当
て
て
い
る

が
、
完
全
に
古
文
学
派
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
経
を
歴

史
的
に
客
観
的
に
捉
え
ず
、
一
学
派
の
「
家
法
」
に
立
っ
て
捉
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

対
す
る
に
周
子
同
は
、
経
の
担
っ
て
き
た
歴
史
的
役
割
に
つ
い
て

も
「
治
史
与
治
経
」
で
、

中
国
的
経
典
的
本
質
，
不
僅
是
学
術
的

P

市
立
是
宗
教
的
，
尤

其
是
政
治
的
。
明
顕
地
説

P

中
国
的
経
典
，
不
僅
可
以
当
作
学
術

的
材
料
去
研
究

y

従
荷
漢
以
来
，
勉
発
揮
了
宗
教
的
作
用

3

市
瓦

従
両
漢
以
来
，
勉
尽
量
発
揮
了
政
治
的
作
用
。
更
現
顕
地
説

P

中

国
的
経
典
被
君
主
和
一
班
出
売
霊
魂
的
土
大
夫
当
作
政
治
的
榔
錬

或
一
鞭
?
で
怒
意
的
殊
酷
的
来
援
璃
踏
在
他
的
関
下
大
一
抗
日

と
経
書
の
持
つ
宗
教
性
、
更
に
は
そ
の
政
治
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
こ
で
言
う
宗
教
性
と
は
経
典
が
「
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ざ

る
」
宗
教
的
権
威
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
か
日
。
儒
教
が
国

教
と
な
っ
た
漢
以
来
の
長
い
歴
史
の
過
程
で
、
経
は
時
の
権
力
者
が

民
衆
を
支
配
す
る
道
具
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
と
の
指
摘
な

の
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
は
経
骨
一
一
閣
の
従
来
の
政
治
性
が
、
当
時
に
お
い
て
も
些
か

も
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
民
間
成
立
後
、
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ

た
読
経
の
動
き
や
儒
教
思
想
を
お
摘
し
た
政
治
的
策
動
な
ど
を
通
じ

て
、
採
く
認
識
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
彼
は
当
然
経
を
否
定
す
べ
き
も
の
と
し
て
捉
え
た
。

す
な
わ
ち
、

経
是
可
以
研
究
的

P

但
是
絶
対
不
可
以
迷
恋
的
，
経
是
可
以
議

題
内
最
少
数
的
学
者
去
研
究
》
好
像
医
学
者
検
査
糞
便
〉
化
学
者

( 66 ) 



化
験
尿
素
一
様
，
但
是
絶
対
不
可
以
譲
国
内
大
多
数
的
民
衆
〉

更
其
走
青
年
的
学
生
去
崇
拝
，
好
像
教
徒
対
於
英
名
其
妙
的
『
聖

経
』
一
様
。
:
:
:
経
不
是
神
霊
，
不
是
怒
救
苦
難
的
神
霊
!
只
是

一
偲
彊
戸

3

穿
戴
着
古
衣
冠
的
援
戸
，
弛
将
伸
出
可
怖
的
手
爪
〉

ハ
8
)

給
伝
例
或
伝
的
的
子
弟
以
不
測
的
禍
患
!

と
一
一
一
一
向
う
。
席
予
向
に
と
っ
て
経
と
は
、
あ
く
ま
で
歴
史
的
存
在
と

し
て
研
究
の
対
象
と
の
み
限
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
う
つ
つ

を
ぬ
か
す
対
象
、
つ
ま
り
宗
教
や
思
想
と
し
て
尊
崇
の
対
象
と
は
な

ら
な
い
も
の
だ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
既
に
死
骸
つ
ま
り
過
去
の

遺
物
で
あ
る
ば
か
り
か
、
不
測
の
災
い
を
も
た
ら
す
危
険
な
存
在
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
彼
の
経
書
観
は
、
神
聖
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ざ

る
経
と
い
う
伝
統
経
学
の
枠
組
み
を
超
越
し
、
ま
た
、
経
を
学
派
に

囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
歴
史
的
視
点
か
ら
、
時
代
と
と
も
に
形
を
変

え
、
学
派
に
よ
っ
て
解
釈
の
異
な
り
、
宗
教
的
、
政
治
的
な
役
割
を

担
う
も
の
と
し
て
対
象
化
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
伝
統
経

学
の
枠
組
み
を
超
越
し
た
、
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
る
経
世
一
面
観
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

次
に
周
予
向
の
経
学
観
、
即
ち
伝
統
経
学
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い

た
か
を
考
察
し
て
お
き
た
い
。

「
経
学
史
与
経
学
之
派
別
」
の
中
で
、
彼
は
伝
統
経
学
を
前
漢
今

文
学
派
、
後
漢
古
文
学
派
、
宋
学
派
の
三
派
に
分
類
し
て
い
る
。
そ

の
際
、
清
末
の
今
文
学
派
は
前
漢
今
文
学
派
に
、
清
末
の
古
文
学
派

は
後
漢
古
文
学
派
に
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
て
、
そ
れ
ら
三
派
の
特
色

に
つ
い
て
、
前
漢
今
文
学
派
は
功
利
的
、
後
漢
古
文
学
派
は
考
証
的
、

宋
学
派
は
玄
恕
(
抽
象
、
形
市
上
〉
的
と
捉
え
た
上
で
、
他
方
そ
の
流

弊
に
つ
い
て
も
前
漢
今
文
学
派
は
狂
妄
、
後
漢
古
文
学
派
は
煩
墳
、

宋
学
派
は
空
疎
と
し
て
い
る
。
更
に
前
漢
今
文
学
派
か
ら
は
政
治
哲

学
が
生
ま
れ
、
後
漢
古
文
学
派
か
ら
は
文
字
学
、
考
古
学
が
生
ま
れ
、

宋
学
派
か
ら
は
形
而
上
学
、
倫
理
学
が
生
ま
れ
た
と
、
そ
の
歴
史
的

役
割
を
捉
え
て
い
~
目
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
が
藍
接
影
響
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
同
時
代
の
学
者
に
つ
い
て
も
、
ま
た
向
様
に
そ
の
特
色
、

歴
史
的
役
割
を
捉
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
、
今
文
学
派
の
康

有
為
〔
一
八
五
八
:
一
九
二
七
〕
に
つ
い
て
は
、
そ
の
学
問
の
自
的

は
経
学
を
借
り
て
変
法
改
制
を
唱
え
る
こ
と
だ
と
彼
の
本
質
を
的
確

に
捉
え
た
。
そ
の
上
で
、
康
有
為
の
学
問
的
影
響
に
つ
い
て
は
、

疑
古
偽
経
の
気
風
を
促
し
、
ま
た
孔
子
を
諸
子
と
同
列
に
扱
う
こ
と

で
、
結
果
と
し
て
孔
子
の
権
威
を
相
対
化
さ
せ
、
古
代
の
学
術
を
儒

教
的
解
釈
か
ら
解
放
し
て
自
由
な
矧
究
を
促
し
た
と
、
そ
の
歴
史

的
役
割
を
客
観
的
に
評
価
し
て
い
円
以
o

一
方
、
古
文
学
派
の
章
柄
麟

〔
一
八
六
九
:
一
九
三
六
〕
に
つ
い
て
は
今
文
学
派
に
反
発
す
る
余

り
、
今
文
学
派
の
も
の
を
全
て
頑
に
拒
否
し
た
点
を
押
さ
え
な
が
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ら
、
そ
の
学
問
を
古
文
学
派
で
唯
一
の
大
学
者
と
し
て
評
価
し
て

(

日

)

い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
立
場
は
今
文
学
派
、
古
文
学
派
の
い
ず
れ

の
一
方
に
偏
す
る
こ
と
な
く
客
観
的
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
周
予
向
は
伝
統
経
学
を
そ
の
性
格
か
ら
分
類
し

た
上
で
、
伝
統
経
学
の
通
弊
で
あ
っ
た
、
「
家
法
」
、
「
部
説
」
、
つ
ま

り
一
つ
の
学
派
の
立
場
に
泥
む
こ
と
な
く
、
歴
史
的
に
客
観
的
に
分

析
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
学
の
学
派
の
理
解
の
結
果
、
彼
は
伝
統
経
学
を
消

滅
す
べ
き
も
の
と
捉
え
る
に
至
る
。

明
顕
地
説
〉
中
国
経
学
研
究
的
現
段
階
是
不
循
情
地
消
滅
経

学，

A
A
在
用
正
確
的
史
学
来
統
一
経
学
。
要
拐
自
消
滅
経
学
〉
本

不
走
破
壊
国
有
的
文
化

P

市
只
是
剥
去
其
経
典
的
後
加
的
汚
漬
的

外
衣
〉
将
他
当
作
純
粋
的
文
化
体
的
一
部
分
，
注
輪
以
新
的
血
液

(

ロ

〉

十郎己。
こ
こ
に
消
滅
と
一
一
一
一
向
う
の
は
、
抹
殺
の
意
味
で
は
な
く
、
経
学
を
歴

史
的
所
産
と
し
て
、
そ
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
今
日
の
視
点
か
ら
再

評
価
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
彼
の
経
学
綴
は
以
上
の
如
く
で
あ

る
。
こ
れ
は
伝
統
経
学
を
超
越
し
た
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。二

、
経
学
研
究

局
予
間
の
以
上
の
よ
う
な
経
書
観
、
経
学
観
は
で
は
ど
の
よ
う
に

形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
は
、
そ
の
点
を
考
察
し
た
上
で
、

彼
が
目
指
し
か
っ
推
進
し
た
経
学
研
究
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
を
検
討
す
る
。

ω
経
書
観
、
経
学
観
の
形
成

彼
は
北
京
高
師
国
文
部
に
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
二

O
年
の
四
年

間
在
学
し
、
経
学
を
本
格
的
に
学
び
始
め
た
の
は
入
学
で
あ
的
。
そ

し
て
、
彼
は
、
「
経
学
研
究
仇
つ
い
て
は
、
大
方
こ
の
時
期
(
北
京
高

部
在
学
中
〉
に
基
礎
を
築
い
だ
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
北
京
高
部
の

四
年
間
で
経
学
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼

が
部
品
川
一
影
響
を
受
け
た
の
は
銭
玄
同
〔
一
八
八
七
J
一
九
一
三
ハ
〕

で
あ
っ
た
。

銭
玄
同
は
過
渡
期
の
学
者
ら
し
く
、
始
め
古
文
派
の
章
柄
麟
に
師

事
し
、
後
に
今
文
派
の
握
適
〔
一
八
五
二

i
一
九
二
回
〕
に
師
事
し

て
、
遂
に
は
「
過
去
の
学
者
が
経
学
を
研
究
す
る
時
の
、
最
大
の
欠

点
は
正
し
く
所
謂
家
法
、
部
説
で
あ
る
」
(
「
経
学
史
講
演
稿
」
、
任
訪
秋

筆
記
)
こ
と
(
併
借
り
、
歴
史
的
観
点
か
ら
経
の
実
相
を
研
究
す
る
こ

こ
と
と
な
っ
た
経
歴
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た
。

馬
予
同
は
、
そ
の
よ
う
な
銭
玄
同
の
指
導
を
得
て
、
伝
統
経
学
の

究
極
に
ま
で
達
し
た
、
清
代
今
文
学
、
古
文
学
両
派
の
学
問
を
十
分

に
学
ん
で
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
両
派
の
特
色
、
歴
史
的
役
割
を
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踏
ま
え
た
上
で
、
両
派
の
学
問
を
批
判
的
に
継
承
し
、
そ
れ
を
自
分

の
学
問
の
骨
格
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
清
代
今
文
学
に
つ
い
て
は
、
特
に
康
有
為
の
『
孔
子
改
制
考
』
、

『
新
学
偽
経
考
』
な
ど
か
ら
、
発
想
法
と
し
よ
如
来
の
伝
統
経
学
の

枠
組
み
を
果
敢
に
疑
い
打
破
す
る
こ
と
を
学
び
、
ま
た
、
清
代
古

文
学
派
に
つ
い
て
は
、
意
同
川
麟
か
ら
そ
の
実
証
的
な
論
証
法
を
学
ん

で
、
自
ら
の
学
問
の
骨
格
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
学
問
形
成
の
過
程

で
、
伝
統
経
学
の
通
弊
で
あ
っ
た
、
家
法
、
部
説
を
超
越
し
て
、
歴

史
的
に
客
観
的
に
経
学
を
分
析
す
る
学
問
態
度
も
身
に
つ
け
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
彼
が
、
銭
か
ら
伝
統
経
学
を
否
定
す
る
傾

ハ
見
)

向
を
学
ん
だ
と
後
に
述
べ
た
の
は
、
正
し
く
そ
の
よ
う
な
意
味
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ω
経
学
研
究
の
方
法

彼
の
研
究
方
法
に
は
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
は
、
伝
統
経

学
の
「
家
法
」
、
「
師
説
」
に
囚
わ
れ
ず
、
客
観
的
に
研
究
を
行
う
こ

と
、
第
二
に
は
、
歴
史
学
的
研
究
方
法
を
用
い
る
こ
と
、
第
三
に

は
、
文
献
に
基
づ
く
実
証
的
態
度
で
あ
る
。

第
一
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

経
学
研
究
的
現
段
階
就
是
「
超
経
学
的
研
究
」
o
:
:
:
所
謂
超
経

学
P

就
走
要
超
漢
宋
学
，
超
今
古
文
学
之
経
学
的
研
究
。
再
詳
細

点
説
〉
就
是
知
道
経
学
有
漢
宋
学
的
不
問
，
知
道
経
学
有
今
古
文

学
的
不
向

P

然
部
不
受
官
例
的
拘
束
。
一
一
追
所
謂
不
受
拘
束
，
並
不

是
治
経
不
談
「
家
法
一
，
荷
是
以
「
家
法
」
或
学
派
為
基
礎
部
一
台

定
了
セ
，
超
越
了
官

3

雲
間
了
一
個
説
的
階
段
。
用
現
代
術
童
小

説
，
他
是
今
古
文
学
与
漢
宋
学
的
「
揚
棄
」
。

彼
の
自
指
す
経
学
研
究
は
、
伝
統
経
学
の
枠
組
み
を
超
え
る
こ

と
、
つ
ま
り
「
家
法
」
に
囚
わ
れ
な
い
研
究
で
あ
る
と
一
一
一
一
口
う
こ
と
な

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
何
も
伝
統
経
学
の
「
家
法
」
を
問

題
に
し
な
い
の
で
は
な
く
て
、
「
家
法
」
或
い
は
学
派
を
基
礎
と
し

た
上
で
、
そ
れ
を
否
定
、
超
越
し
て
新
し
い
段
階
に
到
達
す
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
彼
が
康
有
為
や
章
柄
麟
の
学
問
を
批
判
的
に

継
承
し
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
が
、
そ
れ
は
正
し
く
こ
の
よ
う
な
意

味
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
彼
の
方
法
上
の
特
徴
は
、
「
経
学
史
与
経
学
之
派
別
」
、

『
群
経
概
論
』
、
「
近
五
十
年
中
国
之
新
史
学
」
な
ど
の
、
伝
統
経
学
各

派
に
対
す
る
分
析
に
よ
く
現
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
後
の
経
学
観

の
と
こ
ろ
で
既
に
触
れ
て
お
い
た
。

次
に
研
究
方
法
の
第
二
に
つ
い
て
は
、
「
我
自
以
為
是
姑
在
歴
史
的

研
究
上
的
。
我
覚
得
歴
史
派
的
研
究
方
法

P

是
比
較
的
客
観
、
比
較

的
お
よ
と
述
べ
て
い
る
。

で
は
、
「
歴
史
派
的
研
究
方
法
」
と
一
一
一
口
う
の
は
一
体
い
か
な
る
研
究



方
法
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
極
め
て
簡
潔
に
え
ば
、
歴
史
を
循
環

と
捉
え
な
い
で
、
「
歴
史
本
身
終
究
是
変
的
》
変
是
歴
史
的
唯
一
的

(
幻
)

本
質
」
、
つ
ま
り
、
言
い
換
え
る
と
中
国
人
の
伝
統
的
歴
史
観
で
あ
る

循
環
史
観
に
拠
ら
ず
、
欧
米
か
ら
進
化
論
と
と
も
に
入
っ
て
き
た
発

展
史
観
で
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
方
法
を
も
う
少
し
具
体
的

に
研
究
に
却
し
て
言
え
ば
「
所
以
研
究
一
種
学
術
，
先
要
了
解
勉
的

過
去
〉
又
要
把
握
着
物
的
現
在

P

市
走
還
要
探
究
粒
的
所
以
発
展
或

所
以
転
変
之
社
会
的
原
因
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
歴
史
的
研
究
方
法
は
た
だ
外
来
の
発
展
史
観
の
影

響
だ
け
で
は
な
く
、
康
有
為
ら
ふ
I

文
学
派
の
学
問
方
法
か
ら
の
批
判

〈お〉

的
継
承
の
面
も
あ
る
こ
と
は
彼
自
身
も
指
摘
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
研
究
方
法
は
彼
の
経
学
研
究
の
根
幹
を
な
す
も
の
で

あ
り
、
そ
の
例
は
、
彼
の
経
学
研
究
、
全
般
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
と
え
ば
、
孔
子
像
の
歴
史
的
変
遷
の
研
究
が
そ
の
好
例
と

言
え
よ
う
。
彼
は
「
漢
代
以
来
的
孔
子
只
是
仮
的
孔
子
市
不
是
孔
子

的
真
相
。
一
品
工
心
/
》
這
可
以
説
的

P

両
漢
以
来
的
孔
子
只
是
己
死
的
孔

子
，
他
随
着
経
済
組
織
、
政
治
現
象
与
学
術
思
想
的
変
遷
〉
一
冊
換
穿

着
各
色
各
様
的
奇
怪
的
服
装
」
と
し
て
、
哀
の
孔
子
が
歴
史
の
過
程

で
そ
の
姿
を
所
与
の
条
件
の
変
遷
に
従
っ
て
次
々
と
変
え
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
歴
史
学
の
方
法
で
経
学
の
中
心
人

物
で
あ
る
孔
予
を
捉
え
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
こ
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
ま
ず
「
緯
議
中
的
孔
聖
与
他
的
門
徒
」
で
は
漢

代
に
流
行
し
た
緯
書
を
手
掛
か
り
に
、
漢
代
に
ど
の
よ
う
な
贋
の
孔

子
像
が
形
成
さ
れ
た
か
を
追
究
し
、
神
秘
化
さ
れ
た
漢
代
の
孔
子
像

を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
た
と
え
ば
、
『
経
今
古
文
学
』
の
経
今
文
学
的
復
興
の
原

因
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
歴
史
的
視
点
か
ら
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
清
代
経
今
文
学
の
復
興
を
単
な
る
前
漢
今
文
学
の
復
活
と
は
捉

え
ず
、
道
光
、
成
豊
以
来
の
内
憂
外
患
に
危
機
感
を
抱
い
た
心
あ
る

士
大
夫
が
、
復
古
の
形
を
取
り
な
が
救
世
を
回
目
言
し
た
も
の
で
、
そ

の
霊
抑
制
前
漢
今
文
学
よ
り
迄
に
発
展
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る

の
で
ホ
U

る。

な
お
、
歴
史
的
研
究
の
視
点
で
研
究
す
石
場
合
に
、
「
最
新
最
近

的
宗
教
学
、
民
族
学
、
文
化
人
類
学
的
観
点
」
に
立
っ
て
探
究
す
る

こ
と
を
向
か
う
べ
き
よ
り
高
度
な
研
究
と
も
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
彼
は
そ
の
恰
好
の
資
料
と
し
て
、
緯
書
に
注

i
印
、
「
緯
議
中

的
「
帝
」
与
「
帝
と
を
著
し
た
が
、
資
料
を
提
供
す
る
段
階
に
止

ま
っ
て
い
る
。
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研
究
方
法
の
第
三
に
つ
い
て
は
、
吋
経
今
古
文
学
』
、
『
群
経
概
論
』
、

『
経
学
歴
史
』
の
注
釈
、
一
連
の
緯
豊
富
研
究
を
始
め
、
彼
の
経
学
研

究
全
般
に
共
通
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
た
と
え
ば
、
『
経
学
歴

史
』
の
注
釈
の
姿
勢
に
そ
の
文
献
に
基
づ
く
実
証
的
態
度
を
見
る
こ



と
が
で
き
る
。
彼
の
注
釈
は
、
原
文
の
三
倍
余
り
に
及
び
、
そ
の
注

釈
も
人
名
、
地
名
、
書
名
に
止
ま
ら
な
い
。
皮
錫
瑞
〔
一
八
五

0
1

一
九

O
八
〕
の
論
拠
ま
で
も
一
つ
一
つ
入
念
に
調
べ
上
げ
、
そ
の
出

地
〈
を
注
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
周
予
問
は
伝
統
経
学
の
家
法
を
脱
し
、
歴
史
的

研
究
の
視
点
に
立
ち
、
実
証
的
経
学
研
究
を
行
っ
た
が
、
こ
れ
は
即

ち
経
学
研
究
の
古
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
学
界
で
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ

ム
に
立
っ
て
経
学
乃
宣
伝
統
学
術
を
研
究
す
る
に
は
、
い
く
つ
か
の

立
場
が
あ
っ
た
。
彼
は
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
新
史
学
派
と
呼
び
、
次

の
三
派
に
分
類
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
(
一
〉
今
文
学
を
基
点
と

し
て
、
宋
学
の
懐
疑
精
神
を
摂
取
し
、
古
文
学
の
考
証
方
法
で
補
う

学
派
(
こ
の
振
を
普
通
疑
古
涯
と
い
う
〉
0

(

二
)
古
文
学
を
基
点
と
し

て
、
外
来
の
考
古
学
を
受
入
れ
、
地
中
の
遺
物
を
探
し
て
、
そ
れ
で

審
物
の
記
載
を
訂
正
す
る
学
派
。
(
一
一
一
)
外
来
の
唯
物
史
観
を
中
心

思
想
と
し
、
経
学
を
史
料
と
し
中
国
古
代
社
会
の
真
相
を
考
証
し
、

中
閣
の
当
面
の
社
会
問
題
を
解
決
す
る
答
え
の
初
歩
と
す
る
学
派
で

あ
る
。
そ
し
て
、
(
一
)
に
は
銭
玄
向
、
(
二
)
に
は
王
国
維
〔
一
八

七
七
:
一
九
二
七
〕
、
(
一
一
一
)
に
は
郭
沫
若
〔
一
八
九
二
:
一
九
七
八
〕

を
そ
の
代
表
と
し
て
挙
、
げ
た
。

そ
れ
で
は
、
彼
自
身
は
ど
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

彼
は
上
述
の
よ
う
に
、
銭
玄
関
の
影
響
下
で
今
文
学
、
古
文
学
を
批

判
的
に
継
承
し
、
更
に
宋
学
派
の
棲
疑
精
神
を
高
く
評
価
し
て
い

ハ
泊
)

る
。
そ
の
点
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
基
本
的
に
(
一
〉
の
立

場
に
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
経
学
研
究
の
使
命

(
幼
)

照
子
同
は
自
伝
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
二
五
年
に
そ
れ
ま

で
力
を
入
れ
て
い
た
教
育
問
題
研
究
か
ら
重
点
を
経
学
研
究
に
移

(

幻

)

し
、
経
学
研
究
を
本
格
的
に
始
め
た
。
そ
の
動
機
は
何
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
第
一
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
経
学
界
の
旧

態
依
然
た
る
現
状
に
対
す
る
彼
の
あ
き
た
ら
な
き
だ
っ
た
に
違
い
な

、。
彼
は
「
『
経
今
古
文
学
』
重
印
後
記
」
の
中
で
、
当
時
の
学
界
を

回
一
顧
し
て
、
概
ね
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
経
学
者
た
ち

は
、
そ
の
大
多
数
が
、
未
だ
『
周
札
』
が
周
公
の
盛
世
の
制
度
を
述

べ
た
も
の
と
考
え
る
ほ
ど
の
頑
迷
派
で
あ
っ
た
。
そ
の
外
に
康
有
為

を
筆
頭
と
す
る
今
文
学
派
と
章
柄
麟
を
筆
頭
と
す
る
古
文
学
派
が
お

り
、
彼
ら
は
互
い
に
自
ら
の
家
法
に
固
執
し
て
排
除
し
あ
い
、
高
等

教
育
機
関
や
出
版
社
に
は
隠
然
た
る
勢
力
を
保
持
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
泊
派
に
対
し
て
、
新
派
は
数
と
し
て
は
家
々
た
る
も
の
で
、
伝

統
経
学
を
超
越
・
否
定
し
史
学
の
観
点
か
ら
研
究
し
よ
う
と
は
し
て

い
た
が
、
そ
の
方
法
も
は
っ
き
り
定
ま
ら
ず
、
ま
だ
そ
の
成
果
も
殆
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(認〉

ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
周
予
向
は
青
年
学
生
が
そ
の
よ
う
な
旧
態
依
然
た
る
学

界
と
い
う
泥
沼
に
、
落
ち
込
ま
ぬ
よ
う
に
、
「
伝
統
経
学
」
の
実
相

を
理
解
さ
せ
た
上
で
「
伝
統
経
学
」
を
否
定
さ
せ
る
た
め
に
、
経
学

〈
お
)

研
究
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

更
に
田
川
予
向
を
経
学
研
究
に
赴
か
せ
た
理
由
の
第
二
と
し
て
、
民

間
成
立
後
の
度
重
な
る
復
古
的
、
反
動
的
な
読
経
運
動
が
考
え
ら
れ

る
。
彼
は
「
痩
戸
的
出
山
口
ど
の
中
で
、
民
国
成
立
以
来
度
重
な
る
読

経
の
策
動
が
民
衆
特
に
次
代
を
背
負
う
青
少
年
た
ち
を
惑
わ
す
こ
と

に
、
大
に
危
慎
の
念
を
募
ら
せ
、
読
経
に
利
用
さ
れ
て
い
る
経
学
の

実
相
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
青
少
年
に
啓
蒙
す
る
、
経
学
研
究
を

決
意
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
使
命
感
に
駆
ら
れ
て
、
周
予
問
が
経
学
研
究
を
始
め

た
背
景
に
は
、
中
国
文
化
に
占
め
る
経
や
経
学
の
重
さ
に
対
す
る
深

い
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

現
在
時
行
的
口
号
是
「
打
倒
孔
子
」
、
「
廃
棄
経
学
」
。
但
是
我

所
不
解
的
，
是
他
伺
打
倒
和
廃
棄
的
理
由
不
惨
充
分
，
不
足
以
服

頑
問
者
的
心
。
我
原
是
賛
成
寸
打
倒
」
和
「
廃
棄
ー
一
的

3

但
我
自
以

為
是
始
在
際
協
史
的
研
究
上
的
。
:
:
:
従
控
史
入
手
，
那
孔
子
的
思

想
和
経
学
一
一
郎
一
一
材
料
不
適
合
於
現
代
、
不
適
合
於
現
代
的
中
国
〉

ハ
部
〉

自
然
而
然
地
進
呈
獄
在
我
例
的
眼
前
。

と
一
一
一
一
同
う
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
認
識
は
、
自
ら
の
五
回
運
動
の
挫
折
経

験
か
ら
生
ま
れ
、
か
く
し
て
、
彼
は
経
、
経
学
と
い
う
、
二
千
年
来

中
国
を
支
配
し
て
き
た
伝
統
学
術
・
文
化
の
実
相
を
知
ら
な
い
で

は
、
孔
子
を
打
倒
す
る
こ
と
も
、
経
学
を
廃
棄
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
使
命
感
か
ら
し
て
、
彼
の
経
学
研
究
は
青
年
知
識
人
へ

の
啓
蒙
、
教
育
に
重
点
を
置
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
経
学
研
究
の
使
命
を
最
終
的
に
は
経
、
経

学
を
文
化
遺
産
に
す
る
こ
と
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
是
積
極
的
》
将
経
血
〈
当
作
一
種
文
化
遺
産
，
分
部
的
甚
至
於

分
編
的
探
求
弛
的
真
面
白
，
佑
計
弛
的
新
価
値
，
使
弛
合
理
的
分

属
於
学
術
的
各
部
門
。
:
:
:
研
究
経
典
的
男
一
種
使
命
》
可
称
為

消
極
的
〉
就
是
探
求
中
富
経
典
学
所
以
産
生
発
展
和
演
変
之
社
会

的
原
因
，
掲
発
弛
的
所
合
的
宗
教
的
毒
菌
，
暴
露
弛
在
政
治
上
的

作
用
，
将
弛
従
統
治
階
級
和
統
治
階
級
所
奴
使
的
学
者
名
流
的
手

一
義
一
等
過
来

P

洗
劇
中
一
品
一
抱
一
外
加
げ
初
旬
宝
域
内
合
的
毒
素
，
重
新
成
為

一
種
文
化
遺
産

P

ロ
詔
献
給
大
衆
1
・

と
一
一
一
一
口
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
一
言
う
ご
と
く
「
積
極
的
〈
学
術
上
ど
の

使
命
で
あ
れ
、
ま
た
「
消
極
的
(
当
面
の
社
会
的
ど
の
使
命
で
あ
れ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
周
予
向
に
と
っ
て
、
経
学
の
究
極
の
自
的
は
、

経
典
の
実
相
を
解
明
し
、
歴
史
的
に
そ
の
功
罪
を
検
討
し
、
そ
の
上
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で
経
典
を
再
評
価
し
て
、
文
化
遺
産
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
言
い
換
え
る
と
、
中
国
変
革
に
お
け
る
伝
統
学
術
、
文
化
の

再
評
価
の
問
題
で
あ
る
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
彼
は
五
回
運
動
の

経
験
か
ら
伝
統
文
化
の
頑
強
さ
を
身
に
泌
み
て
認
識
し
て
い
た
た
め

に
、
伝
統
文
化
を
単
に
否
定
、
断
罪
す
る
だ
け
で
は
、
中
国
は
変
革

で
き
な
い
、
伝
統
文
化
の
解
拐
を
通
じ
て
こ
そ
始
め
て
変
革
が
可
能

だ
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
半
世
紀
に
わ
た
る
中
国
革
命
の
総
括
と
し
て
、
李
沢
厚
の

「
孔
子
一
丹
評
価
」
(
『
中
国
古
代
患
想
史
論
』
、
一
九
八
五
年
)
を
始
め
、
多

く
の
論
者
か
ら
過
去
の
伝
統
学
術
、
文
化
の
功
罪
を
歴
史
に
即
し
て

再
評
価
し
な
い
か
、
ぎ
り
、
中
国
の
変
革
は
一
歩
も
先
に
進
ま
な
い
と

い
う
、
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
議
論
を
読
む
に
つ

(
幻
)

け
、
岡
山
子
同
は
十
分
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

彼
に
は
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
田
川
予
同
は
'
経
学
研
究
を
中
国
変
革
の
一

環
と
位
置
づ
け
た
。
す
な
わ
ち
、

給
他
以
過
去
的
学
術
史
上
的
地
位
，
使
官
不
要
在
中
間
前
進
的

ハお〉

大
道
上
変
為
障
擬
物
〉
不
是
現
代
的
応
有
的
工
作
鳴
り
・

と
言
う
。
つ
ま
り
、
彼
が
経
学
の
実
拐
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
歴

史
的
評
価
を
与
え
、
人
々
に
知
ら
し
め
る
こ
と
で
、
中
国
変
革
の
前

進
を
阻
ん
で
い
る
経
学
と
い
う
障
害
物
を
取
り
除
く
こ
と
は
、
中
富

変
革
の
た
め
の
仕
事
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
の

経
学
研
究
は
彼
に
と
っ
て
は
、
正
し
く
既
に
触
れ
た
彼
の
学
生
時
代

以
来
一
貫
し
た
中
国
変
革
の
士
山
の
実
践
な
の
で
あ
る
。

ω
啓
蒙
の
特
徴

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
周
予
向
は
経
学
研
究
に
よ
る
青
年
の
啓
蒙

を
当
面
の
使
命
と
し
た
た
め
、
彼
の
著
作
も
当
然
啓
蒙
を
意
図
し
た

(
ぬ
)

も
の
と
な
る
。
た
だ
、
彼
の
啓
蒙
の
方
法
に
は
、
顕
著
な
特
徴
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
経
乃
至
経
学
と
、
そ
れ
を
利
用
し
た
政
治
的
運
動
に

対
す
る
批
判
を
前
面
に
出
さ
ず
、
そ
の
非
な
る
こ
と
を
経
、
経
学
の

実
相
を
学
術
的
に
立
つ
、
術
開
潔
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
示
す
と
い

(
州
出
)

う
点
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
特
徴
は
た
と
え
ば
、
既
に
経
書
観
の
と
こ
ろ
で

述
べ
た
よ
う
に
、
学
術
性
の
高
い
、
『
群
経
概
論
』
に
も
顕
著
で
あ

す
心
。
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ま
た
、
向
様
の
特
徴
は
た
と
え
ば
、
啓
蒙
性
の
高
い
弓
孝
経
』
新

論
」
に
さ
え
も
窺
え
る
。
こ
れ
は
中
国
各
地
で
、
孝
が
宣
揚
さ
れ
、

『
嘉
手
経
』
の
読
書
が
強
要
さ
れ
る
現
状
へ
の
批
判
を
主
限
と
し
た
論

文
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
論
文
の
過
半
は
、
『
孝
経
』
の

来
源
、
『
孝
経
』
は
孔
子
の
思
想
か
、
『
孝
経
』
は
な
ぜ
漢
代
に
盛
ん

に
宣
揚
さ
れ
た
か
、
の
最
新
の
学
説
に
基
づ
く
解
説
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
読
ん
で
い
く
と
、
『
孝
経
』
は
孔
子
の
著
作
で
な
く
、
ま



た
孔
子
の
思
想
で
も
な
く
、
孝
は
小
農
社
会
に
封
建
制
度
が
結
合
し

て
、
家
父
長
制
度
が
形
成
さ
れ
た
中
で
生
み
出
さ
れ
た
道
徳
律
で
あ

る
こ
と
が
解
明
さ
れ
、
「
吋
孝
経
』
的
思
想
並
不
是
現
代
中
間
所
需

要
、
要
将
中
霞
従
危
険
的
局
勢
中
日
強
出
来
フ
非
先
打
破
中
国
宗
法
制

(
川
出
)

度
和
家
族
道
徳
的
保
護
論
的
『
孝
経
』
不
可
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

啓
蒙
的
著
作
の
寿
命
は
概
し
て
短
い
も
の
だ
が
、
彼
の
著
作
の
う

ち
、
学
術
性
の
高
い
、
内
経
今
古
文
学
』
、
『
群
経
概
論
』
な
ど
が
、

ハ必〉

今
日
で
も
な
お
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ま

た
、
「
『
春
秋
』
と
司
春
秋
』
学
」
を
始
め
と
す
る
復
古
反
動
批
判
の

論
文
で
さ
え
も
、
今
日
で
も
、
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
経
学
上

の
問
題
の
論
文
と
し
て
十
分
に
耐
え
う
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
こ

の
よ
う
な
啓
蒙
姿
勢
に
拠
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
結

び

以
上
、
府
予
向
の
経
書
観
、
経
学
観
を
基
礎
と
し
て
そ
の
経
学
研

究
、
及
び
そ
れ
と
中
国
変
革
と
の
関
連
を
考
察
し
て
き
た
。
彼
は
経

学
研
究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
期
に
、
清
末
の
経
学
を
批
判
的
に
継
承

し
な
が
ら
、
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
属
し
た
人
で
あ
る
が
、
し
か

し
、
そ
の
注
目
す
べ
き
点
は
、
中
国
の
変
革
に
は
、
出
社
会
の
規
範

の
基
で
あ
る
伝
統
学
術
、
文
化
の
再
評
価
を
行
い
、
文
化
遺
産
と
す

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
す
る
彼
の
問
題
意
識
で
は
な
か
ろ
う
か
。

、正(
1
〉
陳
平
原
段
、
五
回
新
文
化
運
動
以
降
、
胡
適
を
始
め
と
す
る
菌
学
研

究
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
輿
り
、
一
九
二
二
年
四
月
か
ら
六
月
の
章
柄

麟
の
上
海
で
の
留
学
講
演
と
一
九
一
一
一
一
一
年
一
月
の
『
留
学
季
刊
』
創
刊
と

を
境
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
新
田
交
代
が
あ
っ
た
と
言
う
(
「
章
柄
麟
与
拐
適

之
子
経
学
、
子
学
方
法
之
争
」
〔
中
国
社
会
文
化
学
会
月
例
会
講
演
原
稿
、

一
九
九
四
年
三
月
〕
な
お
、
『
文
教
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
8
号
に
拙
訳

が
あ
る
)
。
ま
た
、
李
沢
淳
は
、
前
適
の
『
中
国
哲
学
史
大
綱
』
(
一
九
一

九
年
)
は
千
年
来
の
中
国
の
伝
統
的
歴
史
、
思
想
史
の
観
念
、
基
準
、
規

範
、
通
期
を
初
め
て
打
破
し
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
革
を
成
し
遂
げ
た
と
も

ι
一
一
口
う
会
中
国
現
代
思
想
史
論
』
〔
東
方
出
版
社
、
一
九
八
七
年
〕
〉
。

ハ
2
〉
「
煽
予
問
自
伝
」

Q
中
間
社
会
科
学
家
伝
略
』
第
一
蒋
〔
山
西
人
民
出

版
社
、
一
九
八
二
年
〕
〉
二
三
四
J
二
三
五
頁
、
雲
復
、
侯
間
「
訪
府
予
問

先
生
L
Q
五
回
運
動
与
北
京
高
師
』
、
北
京
都
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
四

年
三

(

3

)

彼
は
誌
面
制
作
の
中
で
、
教
育
界
の
指
導
と
批
評
を
す
る
の
が
、
編

集
者
と
し
て
の
天
職
と
考
え
て
お
り
(
「
憶
司
教
育
雑
誌
と

Q
東
方
雑
誌
』

第
二
十
九
巻
第
四
号
、
一
九
三
二
年
〕
)
、
『
教
育
雑
誌
』
の
編
集
に
携
わ

っ
た
当
初
か
ら
、
中
国
教
育
の
改
革
の
一
助
と
し
て
、
ド
ル
ト
ン

0

フ
ラ
ン

を
始
め
と
す
る
当
時
の
先
進
的
教
育
学
説
の
紹
介
、
実
践
報
告
等
を
積
極

的
に
掲
載
す
る
こ
と
に
務
め
、
編
集
を
通
じ
て
中
国
の
教
育
改
革
を
探
究

し
て
い
た
〈
「
興
予
問
自
伝
」
二
三
四
頁
〉
。
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(

4

)

吋
群
経
概
論
』
ハ
一
九
三
一
ニ
年
、
『
向
子
間
経
学
史
論
著
選
集
』
〔
以
下

『
選
集
』
と
略
称
〕
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
ニ

O
八
頁
)
。

(
5
〉
「
治
経
与
治
史
」
(
一
九
一
ニ
六
年
、
町
選
集
』
六
二
七
J
六
二
人
頁
〉
。

(
6
〉
「
「
大
学
」
与
「
礼
運
」
」
(
一
九
三
六
年
、
『
選
集
』
四

O
七
頁
〉
。

(
7
〉
民
間
成
立
後
、
顕
著
な
も
の
だ
け
で
も
、
一
九
一
五
年
、
国
務
卿
徐

世
呂
ら
の
読
経
を
義
務
づ
け
た
教
育
'
綱
領
の
制
定
、
一
九
二
五
年
、
教
育

総
長
章
土
剣
の
学
校
で
の
読
経
を
義
務
づ
け
る
指
示
、
一
九
二
六
年
、
寧

関
孫
伝
芳
の
出
し
た
東
南
五
省
の
各
学
校
に
読
'
経
を
義
務
づ
け
る
訓
令
な

ど
の
読
経
の
動
き
が
輿
り
、
ま
た
、
そ
の
他
に
各
地
の
軍
関
が
『
孝
経
』
、

『
大
学
b

、
『
中
尉
』
な
ど
の
各
種
の
経
を
学
校
で
読
む
こ
と
を
強
制
し
よ
う

と
し
た
。
そ
れ
ら
は
大
は
亥
世
凱
の
帝
制
策
謀
、
小
は
軍
関
の
権
力
維
持

の
た
め
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
国
の
変
革
を
阻
む
も
の
で
あ
っ

た
が
、
府
予
同
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
い
た
〈
「
建
戸
的
出
泉
ヘ

ヨ
孝
経
』
新
論
」
〉
。
ま
た
、
日
本
が
中
国
侵
略
を
正
当
化
す
る
理
論
に
公

羊
学
の
太
平
世
の
「
天
下
遠
近
大
小
若
ご
を
利
用
し
た
時
も
、
そ
の
欺

蹴
性
を
鋭
く
批
判
し
て
い
る
(
「
『
春
秩
』
与
『
春
秩
』
学
」
)
。

(
8
)

「
掻
戸
的
出
副
知
」
〈
一
九
二
六
年
、
『
選
集
』
六

O
一ニ
J
ムハ

O
四
頁
)
。

〈
9
)

「
経
学
史
与
経
学
之
派
別
」
(
一
九
二
八
年
、
『
選
集
』
、
九
四
J
九
五

京
〉
、
な
お
こ
の
経
学
を
三
学
派
に
分
類
す
る
方
法
は
銭
玄
関
の
考
え

(
「
研
究
国
学
応
該
首
先
知
道
的
事
」
〔
『
古
史
弁
』
第
一
冊
、
一
九
二
六

年
〕
を
踏
襲
し
て
い
る
。

ハ
ぬ
〉
『
経
今
古
文
学
』
(
一
九
二
六
年
、
『
選
集
』
一
ニ
一
?
一
ニ
四
頁
〉
。

ハ
江
)
「
経
学
史
与
経
学
之
派
別
」
(
一
九
二
八
年
、
『
選
集
』
、
一

O
O頁〉。

ハ
ロ
〉
「
治
史
与
治
経
」
(
一
九
三
六
年
、
『
選
集
』
六
二
三
頁
)
。

(
日
〉
「
周
子
問
自
伝
」
ニ
三
回
頁
。

(
日
比
)
前
掲
謹
二
三
四
一
員
。

(
日
〉
前
掲
醤
二
一
ニ
五
頁
。

(
日
)
曹
述
敏
『
銭
玄
周
年
譜
』
二
五
九
J
二
六

O
一
良
(
斉
魯
書
社
、

八
六
年
三

〈
万
〉
司
経
今
古
文
学
』
(
『
選
集
』
一
三

J
一
二
回
頁
)
。

〈
活
)
「
周
子
問
自
伝
」
二
三
五
真
。

(
四
)
「
忽
様
研
究
経
学
」
(
一
九
三
六
年
、
『
選
集
』
六
一
ニ
一
ニ
頁
〉
。

(
却
)
「
経
学
史
与
経
学
之
派
別
」
(
『
選
集
』
九
七
頁
〉
。

ハ
包
〉
「
治
史
与
治
'
経
」
(
『
選
集
』
六
二
回
頁
)
。

(
幻
)
前
掲
論
文
(
司
選
集
』
ム
ハ
一
二
頁
〉
。

(
お
)
『
経
今
古
文
学
』
〈
『
選
集
』
二
回
J
二
五
頁
)
。

ハ
μ
〉
「
緯
識
中
的
孔
聖
与
他
的
門
徒
」
(
一
九
三
三
年
、
『
選
集
』
二
九
二

頁)。

(
お
〉
司
経
今
古
文
学
b

Q選
集
』
一
八
J
一
九
頁
)
。

〈m
m
)

「
忽
様
研
究
経
学
」
ハ
選
集
』
六
一
ニ
五
頁
〉
。

〈
幻
〉
「
経
学
史
与
経
学
之
派
別
」
(
『
選
集
』
九
七
頁
〉
。

(
お
)
『
群
経
概
論
』
〈
『
選
集
』
一
三
二
頁
)
。

ハ
約
)
『
経
今
古
文
学
』
(
『
選
集
』
一
三

J
一
二
回
頁
)
、
『
朱
茶
』
「
第
四
章

ん
木
等
…
之
経
学
」
〈
一
九
三
三
年
、
『
選
集
』
一
四
九
J
一
六
九
頁
〉

0

ハ
鉛
〉
「
周
予
問
自
伝
」
二
三
五
頁
。

(
泣
)
彼
が
経
学
研
究
を
本
格
的
に
始
め
た
背
景
に
は
間
接
的
で
は
あ
る

が
、
他
に
も
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
彼
の
教
育
問
題
研
究
の
行
き

詰
ま
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
、
教
育
界
の
思
潮
は
そ
れ
ま
で
の
児

一
T
U

一
斗
ノ
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童
の
個
性
重
視
の
「
新
教
育
」
か
ら
国
家
主
義
教
育
に
大
き
く
転
換
し
た

時
期
で
、
彼
の
教
育
問
題
研
究
も
停
滞
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ

る。

〈
お
)
「
『
経
今
古
文
学
』
霊
印
後
記
」
ハ
一
九
五
五
年
、
『
選
祭
主
ハ
四
回
頁
)
。

〈
お
)
前
掲
論
文
(
『
選
集
』
六
四
回
頁
〉
。

ハ
お
〉
「
彊
戸
的
出
闘
が
」
(
司
選
集
』
五
九
三
頁
)
C

ハ
お
〉
「
経
学
史
与
経
学
之
派
別
」
〈
『
選
集
』
九
七
十
具
)
。

(
お
)
「
治
史
与
治
経
」
(
『
選
集
』
六
二
二
一
良
〉
。

(
釘
〉
こ
の
種
の
研
究
で
は
、
『
経
学
通
史
』
や
『
孔
学
変
濯
史
』
な
ど
の

執
筆
に
取
り
か
か
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
未
完
に
終
わ
っ
て
い
る
。

〈
お
〉
「
忽
様
研
究
経
学
」
(
『
選
集
』
六
一
一
一
回
一
良
〉
。

〈
訪
〉
我
的
多
数
論
者

P

都
是
写
給
青
年
学
生
着
的

3

尽
量
写
得
浅
顕
通

俗
。
但
是
即
使
写
給
中
学
生
読
的
作
品

3

也
自
諮
出
自
心
得
，
非
抄
襲
雑

務
者
可
比
(
「
周
子
同
自
伝
」
ニ
一
ニ
六
頁
)
。

(
必
〉
前
掲
審
二
一
ニ
六
頁
。

(
日
出
〉
「
『
孝
経
』
新
論
」
〈
一
九
三
六
年
、
『
選
集
』
四
七
七

l
四
九
一
一
良
)
。

(
A
M
)

吋
群
経
概
論
』
は
台
湾
商
務
印
書
館
か
ら
人
人
文
庫
の
一
部
と
し
て
、

ま
た
『
経
今
古
文
学
』
も
台
湾
で
現
在
も
版
を
重
ね
て
い
る
(
林
慶
彰
一
瀬

町
経
学
研
究
論
著
目
録
』
、
漢
学
研
究
中
心
、
一
九
八
九
年
三

(
文
教
大
学
〉
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